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油圧式ジャッキである「トライアップシステム」は，
クサビの原理を用いて，クサビを水平に押し引きすること
で，構造物を持ち上げたり，下げたりすることができる
ジャッキである．下段のクサビを水平に動かし，上段のク
サビを勾配に沿って滑らせることで，水平の動きを上下の下

( 2 ) クサビを押すための油を送るホースと，クサビを
引くためのホースと 2 本のホースのレバーを入れ替
える必要があり，操作が煩雑である．

( 3 ) クサビの動力に油圧ジャッキを装着しているの
で，その宅ぎ目にごみが入ったりするので，

保護がついている方が良い．
( 5 ) クサビの水平移動を止めるためのストッパの設置
が必要で，狭い場所に設置できない．狭い場所でも
作業ができるジャッキが欲しい．

これらの要求は，発想の転換で一気に解決することがで
きた．
それは・・・
動力の伝え方を“電動ドライバー方式”にすることで
あった．
電動ドライバー方式とは，モータなどの動力を内蔵せず

に，外から送りねじを回転させることによって，ナットが
取り付けられた下段クサビを水平Ξトロールで可能になる．

また，ギヤ制御による逆回転防止機能があるので，送り
ねじが逆回転しないためジャッキが自然に降下する危険も
ない．
もともと，トライアップシステムでは，

摩擦係数を考慮
してクサビの勾配を決めているため，厭プシ榛しスビ
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